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じっくり勉強すれば身につく統計入門 

今回の「じっくり勉強すれば身につく統計解析」は，サイエンティスト社から刊行されている「医薬品

開発のための統計解析」の範囲から発展して，打ち切りデータがある場合の回帰分析を取り上げる． 

  

正規分布を仮定した打ち切りデータの回帰分析入門 

高橋 行雄  （Biostat 研究所） 

 

打ち切りデータは，欠測値として扱う，または打ち切られた時の値などに置き換える等の便宜的な

解析がしばしば行われる．データが正規分布すると仮定できる場合は，その累積分布関数及び確率

密度関数を用いることにより正確な平均値及び標準偏差を推定することができる．あるデータのその

正規分布で占める位置は，対応する確率密度とみなすことができ，全データの確率密度の積が最大

になる平均値及び標準偏差が最も適合性が高い正規分布と推定できる．また，各用量群の標準偏差

が同じであると仮定できれば，正確な回帰分析を行うこともできる．一方，右側打ち切りのある場合は

打ち切り点以上の確率密度の面積に当たる上側確率とみなすことで，確率密度と同じに扱うことがで

きる．Excel の各関数及びソルバーを用いて，打ち切りがある場合の平均値と標準偏差及び回帰分析

のパラメータを推定する手順を示し，考え方について丁寧に解説する． 
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第 2 期  医 薬 安 全 性 研 究 会  

 

会員の方は http://biostat.jp/ からこの定例会資料を印刷する

ことができます．PDFの両面印刷でご利用ください．発表時

のスライドは定例会後に PDF 化して閲覧できるようにしま

す．発表資料中に提示されているデータは csv形式で提供し

ます．非会員の方は，会員への登録後に閲覧可能となりま

す．定例会資料集の著作権は，第 2期 医薬安全性研究会に

あります． 

    連絡先： ｔｏｉａｗａｓｅ@ｂｉｏｓｔａｔ.ｊｐ （全て半角小文字です） 

    ホームページ： http://biostat.jp/ 

http://biostat.jp/
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